
（１）アプリを活用した「健幸ポイント事業」「ウォーキング事業」を社会実装するための仕組みづくりに関する 知見・ノウハウの提供

「健幸都市づくり」に関する協定の締結について

連携の内容

令和６年度

市立プールの供用開始に合わせて、施設利用者に対し、健幸コア・
ステーションに設置する機器で測定したPHR（パーソナル・ヘルス
レコード）を管理できる健康管理アプリ「Heaｌｔh Planet」のイン
ストールを促すプロモーションを実施する。

令和７年度（案）

健康管理アプリの管理者権限を取得し、アプリ登録者を対象に、
「健幸ポイント事業」や「ウォーキング事業」を展開するとともに、
データベースを活用し、属性や健康状態等に応じたプッシュ型通知
を行う。

（２）職域分野における「健康づくり」に関する 働きかけの共同実施
〇市内事業者が「健康経営優良法人」の認証取得を行う際の直接的なサポートを ㈱タニタヘルスリンク が行う。
〇「Heaｌth Planet」を従業員向けの健康管理用アプリとして採用し、市の「健幸ポイント事業」に参画いただける事業者を勧誘する。
〇企業・事業者に協力いただき、店舗などに、測定機器を設置した健幸ステーションを設置してもらう。

健幸都市づくりにおける企業等との連携

令和８年度以降、市施設（例：市庁舎、キラリエ草津、市民交流プラザ等）での、アプリと連動した
測定機器の追加設置（ステーションの拡大）のほか、食と運動の推進や健康寿命の延伸などの
市民の健康づくりに関して、協働での取組の可能性を検討

別紙４

・ これまで健幸都市づくりの推進のため、人的・物的・知的資源を有効活用による協力を目的に下記の民間企業等と 「健幸都市づくりに関する協定」を締結。
●協会けんぽ滋賀支部（平成２８年） ●NTT西日本、オムロンヘルスケア（平成２９年） ●伊藤園（令和３年） ●明治安田生命、第一生命（令和４年）

・ このたび、タニタヘルスリンクより、「健幸都市づくり」分野における事業協力のため連携協定締結の提案があった。
連携内容も市立プール健幸ステーションエリアの活用を念頭においたもの等であり、市の健幸都市づくりの取組と合致。本年８月に協定を結ぶこととしたい。


